
2018年１２月９日 ハイキングリーダー養成講座 トランシーバー操作方法の講習 

 

使用機種：デジタル簡易無線機 アイコム社製 ICDOR6 

通信距離 1～4km （5W出力時。通信環境により異なります。）、使用可能時間約１０時間 

登録手続きを完了させるだけで使えます。資格は不要です。 

 

１．トランシーバーの特性     

①送信と受信は交互に行ないます。 相手が送信しているときはこちらから送信できません 

②会話の相手は不特定多数。送信している内容は誰でも聞けますが、相手が聞いているのかいないのか、応答がないとわからない。 

③自分が誰で、誰と話すのか名乗りをあげる必要がある 

  

２．１２月９日実技項目 

１）アンテナを接続する 

２）電源を入れる、音量を調整する（最初は１５程度） 

３）チャンネルを設定する。通話チャンネルは２台とも CH０５に合わせてありますので異なっていたら CH５に合わせる 

４）ロック機能でチャンネルをロックする 

５）（電源入れっぱなしだと電池が消耗するので、通話予定時刻をあらかじめ決めておく） 毎時０分、３０分など 

  ただし、本日の実技では電源を入れたままにしておく 

６）パーティーが離れる前に通話テストを行う。 

 

 

 

 

２パーティー以上の山行では A班班長に貸出依頼してぜひ活用してください。 



アイコム社製 IC-DPR6デジタル簡易トランシーバー（免許不要、登録は必要） 2017年購入        2018/12/04作成 A班 恒吉正伸 

基本的な使用方法 

【通話チャンネルが決まっている場合】 

 ① 相手と同じ通話チャンネル（CH01～CH14、CH16～ CH30）に合わせます。 ②[PTT（送信）]スイッチを押しながら、マイクロホンに向かって通話

相手に呼びかけ、[PTT（送信）］スイッチをはなします。・・・・豊中労山＃１と＃２は CH０５に設定しました。チャンネルが異なると通話できません。 

 

 【通話チャンネルが決まっていない場合】 

 ①「呼出CH」（呼出用チャンネル：CH15）に合わせます。  ※空いている通話チャンネル（CH01～CH14、CH16～ CH30）を事前に確認しておきま

す。 ② [PTT（送信）]スイッチを押しながら、マイクロホンに向かって通話相手に呼びかけます。 ③通話チャンネルを通話相手に伝えて、[PTT（送

信）］スイッ チをはなします。 ④通話相手に伝えた通話チャンネルに切り替えます。 

豊中労山 A班トランシーバーの具体的な手順 

１．（電源入れっぱなしだと電池が消耗するので、通話予定時刻をあらかじめ決めておく） 例：毎時０分、３０分など 

２．アンテナを取り付ける。通話予定時刻の２－３分前に、トランシーバーのつまみを回して電源を入れる 

３．音量を１５位にしてみる。 通話チャンネルは２台とも CH０５に合わせてありますので、▲ ▼ボタンを触らない。 

▲ ▼をベルトなどで触るとチャンネルが変更されて通話できない。対策としてロック機能を使う（FUNCを１秒以上長

押しして設定または解除）。電源を入れなおしたり、不用意にキーやボタンに触れても設定や表示が変わらない機能。 

４． PPT（送信）スイッチを押し続けながら、１～２秒待ってマイクから５cm離し「こちら豊中の AAです。BBさん感度ありましたら応答願います」と

呼びかけて PPTスイッチを離す。PPTスイッチを離すと待ち受け状態になり、この間に相手が送信すれば、受信した音声が聞こえます。 

５．相手からの呼び出しの音声が聞こえたら PPTスイッチを押し続けながらマイクに向かって、「こちら豊中の BBです。感度良好です」とか応答

する。 自分が話しかけている間は PPTスイッチを押したままにする。ここを間違いやすい。 

６．送信と受信は交互に行ないます。 相手が送信しているときはこちらから送信できません。相手からの応答を求めるときは「どうぞ」をつけなが

ら交互に送信する。一連の連絡の終わりには「以上」といいます。 

７会話が終わったら電源を切る。規則で５分以上連続しての会話は禁止されています 



 http://www.icom.co.jp/support/download/manual/pdf/IC-DPR6_0.pdf  ICDPR６ 取扱説明書で検索 
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